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D t15 慣用色名の認識と生活意識との関連について（性差の違い）

文化女大家政　　○盛田真千子　香川幸子

被　服　177

　目的：生活に密着した慣用色名は色みを的確に伝えることができるが、伝統色名などの

ように畦活が変化したことによって認識が難しくなった色名や、J IS表示値よりやや高彩

度に認識される慣用色名もある（日本家政学会第41回発表）。また、その認識において性

差などの影響もあると考えられる。。そこで本報では10代後半を対象に調査を行い、男女の

違いを､みることによって生活の中での慣用色名の認識と役割などについて検討を試みた。

　方法：調査対象は首一都圏に在住する男子（１６－ IS歳）148名、女子（１８－ 19歳）179名

である。男子は1989年日月に質問紙によるアンケート調査を実施した。女子は第41回の被

験者の中より該当者を抽出した。調査において、呈示色、光源及び慣用色名（105語）の

色みを問う項目は第41回と同様であるが、生活意識では18項目とした。また、その評定結

果は因子分析（固有値1. 0 以上、バリマックス回転）により基本的因子と因子得点を求め

慣用色名の認識との関連について考察した。

　結果：慣用色名において、認識されている色名は男子は調査用語の53. 3%、女子は66. 7

％であった。また認識があいまいな色名は男子18.1％、女子16.2%、認識されていない色

名は男子28. 6％、女子17.1％であった。男女とも納戸色、シアン、新橋色、蘇芳などは80

％以上の被験者が具体的な色を選定できず、芥子色はJIS値より高彩度傾向が認められた

。しかしベージュ、生成り色では認識に性差が見られた。一方、生活意識では基本的因子

として、男子７因子、女子８因子が抽出された。累積寄与率は男子64.9％、女子68.9％で

男子は社冶的関心、女子は文化的関心が強く、色名の認識にもやや影響を及ぼしていた。
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　　　　　母子間における被服色彩の嗜好性に関する研究

梅花短大　○家本　修　滋賀女子短大　成田巳代子

大谷女短大　小林昭子　樟蔭棄女短大　山本倫子　鳴門教育大　広瀬月江
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　衣服の色の嗜好性の形成において、母子間にどのような関係が存在し、影響を

るのか、また、衣服の色の嗜好性は･どのように形成されるのか。この構造はいま

かにされていない。そこで、本研究は、まず母子間の衣服の色の嗜好性について

相違点を、明らかにすることを目的に新たに調査を行った。今回心調査は、流行

を軽減させるために、各年代について同時期に実施した。本報では、各年代別の

性を把握しておくことを目的に分析を行ったので報告する。

　幼稚園児、小学生、中学生、高校生、短大生とそれぞれの母親を組にして、質

法による調査を実施した。幼稚園児は、面接調査である。調査方法：小学生から

集合調査を、各母親に対しては託送調査である。被験者組数：幼稚園119 組、

4 3 4組、高学年5 7 0組、中学3 6 4 組、高校5 4 5組、短大5 7 3組。調査
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下（一部、兵庫県下、滋賀県下、徳島県下を含む）。調査時期：昭和6 3年

1 1月中旬。調査項目：前回の調査結果（既報告）をもとに一部修正したも

。調査手法も同様である。分析手法：本稿では、クロス分｡析、分散分析。

母親の年代は校種により高くなるが、同年代を比較すると職業以外、各項目

係数が高いことから、年代別整合性は高いと考えられる。②　年代が上がる

一ティ」な服を好み、「紺」が増加する。③　嫌いな色では、rオレンジ」

代ともに出現しており、好きな色として「えんじ」が増加していく。⑨　色

的に地味なものが好まれ、年代が上がると濃いものから薄い色へ移行する。


